
 

 
命の大切さを実感させること（高等学校）：目標構造図 

 

死に関する身の回り

の出来事や、事件等

を思い起こしたり、

周囲の意見を聞いた

りしておく  

老・病・死に向き合

うことについて考え

る  

自己発見の体験をす

る  

①感動（１次）老・

病・死に向き合う

人、支える家族、医

療関係者、ボランテ

ィア等の人々の思

いに気づく  

⑤感性（２次） 

死の悲しみ、苦しみ

や生の喜び等、生と

死をめぐる多様な

考え方や思い等を

受けとめる 

④感動（２次）老・病・

死に向き合う人々を間近

にして、自分の心の動き

を素直に感じる  

②感性（１次）訪問

先の人々の様々な

考えや生き方にふ

れ、多様さを受けと

めるとともに、生と

死の重みを感じる  

⑧感動(３次)これまでの学習や討議・体験

レポートの作成をとおして、自身が体験し

たことを整理し、生や死等「命」について

考えることの大切さを実感することができ

る  

③想像（１次）訪問先の

人々の生き方に思いをは

せ、自分のこれからの生き

方と重ね合わせて考える

ことができる 

生や死等「命」

についての多様

な考え方にふ

れ、自分自身の

生きる意味を考

えることができ

る  

老・病・死と向

き合いながらも

強く生きようと

することの尊さ

や、限りある生

を精一杯生きる

ことの素晴らし

さを実感できる 

命の大切さを

実感し、自身の

生を精一杯生

きようとする

姿勢を身につ

ける  

前提目標 基礎目標 中核目標 

⑥感性（２次） 

死の悲しみや苦

しみと向き合い

ながらも、強く生

きようとするこ

との尊さを感じ

る 

⑦想像（２次） 

限りある命を生きると

はどういうことか等、

自身にとっての生の意

味について考えること

ができる 

（凡例）①感動（１次）：「①」は指導の順路、「感動」は指導の観点が「感動の体験」、「（1次）」は学習活動が「1次」であることを示す。 


